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で

日比谷野外

170

参

、

★当面の提起★ 
・被災地へ緊急支援募金に取り組み

ます。ご協力をお願いします。 
（職員・組合員・各事業所待合室） 

・情報の収集と、必要な情報を発信

していきます。（ニュースの発行） 

第１陣の２人、 

準備期間１日。 

◎第１陣：３月１３日（日）８時 30 分出発  

 全日本民医連の緊急医療支援の呼びかけに応え、支援隊

として、中村幸貴さん（看護師・４南病棟）笠原優さん（事

務・外来医事課）が職員から届けられた支援物資を車にぎ

ゅうぎゅう積んで出発しました。 

松本の支援隊と合流して宮城県塩釜市の坂総合病院に向

かい、夜１９時ころに無事到着し支援に入っています。 

・現地から報告が届きました。（3/15） 

☆中村看護師、黄色トリアージ担当。２交代勤務に入り奮闘中。 

☆笠原さん、駐車場担当し２４時間体制で頑張っています。 

 短期間の取り組みにもかかわらず、多くの物資を寄せて

頂きました。「今、何かしたい！！」そんな想いを、多く

の職員・地域の方々から感じました。 

 寄せられた物資は、組合員さんに手伝ってもらい整理仕

分けを行い、一部は須坂市へ搬送。残った毛布などは、近

日中に現地に届ける予定です。 

 現在、物資のお願いはしていません。人的支援と募金を

続けていますのでよろしくお願いいたします。 

信越地震 

栄村周辺状況!! 
 長野県北部の栄村、飯山市周辺

などに住んでる職員家族から被

災情報が寄せられています。 

引き続き情報収集中。 

 

◎第２陣：３月１５日（火）８時 30 分出発  

続いて第２陣として、柳澤信生医師を団長に原田侑典医

師・藤澤拓哉さん（リハ科）・小澤礼寛さん（ケアマネ・在

総ながの）の４人が物資満載で出発しました。 

柳沢医師は「現地で自分たちの出来ることを、できる限

り頑張ってきます！」とあいさつし、院長は「体に気をつ

けて、ケガのないように行ってきてください！」と送り出

しました。 

 多くの職員が駆けつけ、「頑張ってきてね!!」「気をつけて

ね!!」と声をかけたり、目に涙を浮べている職員もいました。

車が出発していく時、これまでに聞いたことのないとても

力強くて、心のこもった拍手がいつまでも続いていました。 


